
 

 

 

 

2025年 6月 23日 

 

2025年度法務専修生（第一期）募集要項 

 

  法政大学法科大学院 

 

 

専門職大学院学則により特別学生「法務専修生」を下記のとおり募集します。 

対象者は、本学専門職大学院法務研究科法務専攻修了者で、本学の自習施設を利用し

て司法試験合格のために真摯に努力し学習に勤しむ方とさせていただきます。限られた

座席数ですので、利用の頻度が少ない場合はご遠慮ください。 

 

１．受入期間 

  2025年 8月 1日～2025年 11月末日（4ヶ月） 

 

２．法務専修生が利用できる自習施設および便宜供与の主な内容 

  

１）法科大学院棟 ４階 「法務専修生自習室」を利用できます。 

専用固定席です。（計 18席）  

利用時間は 8：30～22：50（完全退館）まで、土日祝祭日も利用できます。 

ただし、利用者切替時の清掃・施設整備、年末年始、法定設備点検、災害時な

ど一部利用できない日時があります。また、その他の事情により、大学の判断

で利用日時に制限をすることがあります。 

法科大学院棟への入館用として、専用入館カードを貸与します。 

教室の利用は、法科大学院棟６階のゼミ室及び会議室のみを可とし、その他の

教室の貸与はいたしません。 

また、法政大学の建物内は全て禁煙、火気厳禁です。指定された場所で喫煙し

てください。 

 

２）法政大学法科大学院棟 地下図書閲覧室での資料検索・閲覧 

図書貸出は在学生に準じます。手続書類と一緒に専修生用シールをお渡ししま

すので、必ずライブラリーカードに貼ってください。貸出などは、専修生用シ

ールが貼られているものでないと利用できません。 

 

３）法政大学総合情報センター発行の統合認証 ID貸与 

希望者には別途所定の申請を行うことにより学内ネットワーク及び法政大学

Gmail利用のための大学発行統合認証 IDを貸与します。（有線・無線 LANにより

インターネットを利用できます。） 

※2024年度第二期または 2025年度特別利用から継続して出願された方は、継続

して同じ法政大学 Gmailアドレスを利用できます（期間内に出願された方に限

る）。 

 

 



 

 

 

 

４）法務専修生のリフレッシュルーム使用について 

基本的に在学生と共同で使用してください。 

冷蔵庫の利用については容量の問題があるので節度をもって利用してください。 

 

５）コピー機は法科大学院棟地下図書室にて利用できます。（有料） 

  

６）法務研究科教員への質問について 

各教員のオフィスアワーなどを利用してください。ただし、事前申込が必要な

場合等があります。 

  

７）定期券等の学割について 

   学割の適用はありません。 

 

３．出願資格 

  次の１）～３）全てに該当する修了生 

１）法政大学大学院法務研究科を修了し、さらに司法試験合格のための学習を継続

し、本学の施設利用を希望する者。 

２）今年度の司法試験受験者で引き続き法務に関する学修の継続を希望する者。 

但し、予備試験合格資格による司法試験受験者を除きます。 

３）法政大学大学院法務研究科を 2021年 9月以降に修了した者。 

 

４．募集人数 18名(予定) 

 

５．受入期間 

   受け入れは二期に分けて行います。 

第一期 2025年 8月 1日～11月末日 

第二期 2025年 12月１日～2026年 7月末日（予定） 

 

６．出願期間・提出先 （郵送の場合は締切当日必着）  

【期 間】第一期 2025年 7月 14日（月）～7月 23日（水） 

第二期 11月中旬（予定） 

【提出先】法科大学院事務室  

取扱時間 月～金 9：00～11：30、12：30～17：00  

   ※土曜日 取扱いなし 

 

７．出願書類 

  所定の用紙に必要事項を記載して、法科大学院事務室へ提出してください。 

   １）「法務専修生志願者調書」（写真を貼付すること） 

   ２）「利用計画書・誓約書」 

 ※司法試験を受験済みの方は、利用計画書に司法試験の受験に基づいた今後

の学習計画を詳細に記入してください。 

 

 

 



 

 

 

 

８．選抜方法 

   出願者に対しては、出願書類および別紙「法政大学専門職大学院法務研究科法務

専修生規程」第４条に基づき、選考審査を実施します。審理の結果、利用を認め

られない場合がありますのでご了承ください。 

 

９．結果通知 

  選考審査の結果については、7月 30日（水）までに通知予定です。 

 

１０．登録手続きと納入金等について 

受入許可となった場合、期限内に所定の方法により登録料および施設利用料を納

入し、手続書類を法科大学院事務室へ提出してください。 
 

  【手続期間】 

第一期 8 月 1 日（金）～8日（金） 

第二期 12月上旬（予定） 
 

【納入金額（一括納入）】 

第一期 17,000円（登録料 5,000円＋施設利用料 12,000円） 

第二期 29,000円（登録料 5,000円＋施設利用料 24,000円） 
 

※期限内に手続きを行わない場合は、理由の如何にかかわらず、受入許可が取り消さ

れます。 

※一度納入された「登録料」「施設利用料」は、理由の如何を問わず返金出来ません。 

※手続きの詳細は、受入許可となった方に通知する手続案内を参照してください。 

※第一期に登録した方が第二期も継続利用許可となった場合、第二期分の登録料は不

要です。 

 

以 上 

 

 

 

【お問い合わせ先】         

〒102－0073 

東京都千代田区九段北 3-3-12 

法政大学大学院事務部専門職大学院課 

法科大学院担当 TEL03-3264-9039 

Mail:lawschool@hosei.ac.jp 



 

 

 

 

法務専修生自習室利用上の注意 

 

 

法務専修生自習室（法科大学院棟４階キャレル）の利用にあたっては、原則とし

て法科大学院棟自習室と同様です。 

自習室は勉強するための場所ですので、他の利用者の迷惑になる行為は厳に慎む

ことはもちろん、お互いに気持ちよく利用できるよう協力してください。 

特に次の注意事項について注意してください。 

 

１．自習室利用期間 

原則として法科大学院棟の利用期間に準じます。但し、年末年始、法定設備点検

など、臨時に入館制限や休室することがあります。利用できない場合、掲示にて

連絡を行います。 

自習室利用時間は、8：30～22：50(完全退館)です。ただし、利用者切替時の清掃、

施設整備、災害時等により、利用できない日時があります。また、その他の事情

により、大学の判断で利用日時に制限をすることがあります。 

 

２．貴重品を自習室内に放置しないようにしてください。お金や大切なものは必ず自分

自身で管理してください。（キャレルデスクの鍵は簡易錠なので過信しないこと。） 

鍵を忘れても、大学では開錠いたしません。 

※万一、盗難・紛失・毀損等が生じても大学では責任を負いかねます。 

毎年、鍵の紛失が見られますので、失くさないように注意してください。 

鍵を紛失した場合、速やかに届け出てください。鍵代として実費を弁償していただ 

きます。 

 

３．自習室内は清潔に保つよう心がけるとともに、ゴミは所定の方法により分別して捨

ててください。また、勉学に必要の無いものは自習室内へ持ち込まないようにして

ください。 

 

４．自習室内の備品等を汚損・破損した場合は、弁償していただきます。 

 

５．注意・改善勧告に応じない者、悪質な迷惑行為を行う者に対しては、特別学生（法

務専修生）としての身分を取り消し、法務専修生自習室の利用および大学施設利用

を禁止する場合があります。 

 

６．自習室内は禁煙です。 

 

その他、法務専修生自習室の利用にあたり不明な点がある場合、専門職大学院課法科

大学院担当へお問い合わせください。（平日 9:00～11：30、12：30～17:00） 



 

 

 

 

○専門職大学院学則 ＜抜粋＞ 

 

（特別学生の入学と種類） 

第４７条 総長は，定員に余裕のある場合に限り，研究科教授会の議を経て，特別学生

の入学を許可することができる。 

２ 特別学生とは，科目等履修生，委託研修生，研究生，研究員，法務専修生及び法科

大学院特別聴講生をいう。 

 

（法務専修生） 

第５２条 総長は，本学専門職大学院法務研究科修了者が，さらに法務に関する学修を

継続し，本学の施設利用を希望するときは，別に定めるところにより，法務専修生とし

て入学を許可することができる。 

 

 

○法政大学専門職大学院法務研究科法務専修生規程 ＜抜粋＞ 

（目的） 

第１条 法政大学専門職大学院学則第５２条に基づき、法務専修生について必要な事項

を定める。 

 

（資格） 

第２条 法務専修生として受け入れることのできる者は、法政大学専門職大学院法務研

究科法務専攻の課程の修了により、司法試験受験資格を有する者とする。 

 

（申請手続） 

第３条 法務専修生としての受け入れを希望する者は、別に定める法務専修生募集要項

により申請手続きを行わなければならない。 

 

（選考） 

第４条 研究科長は、申請手続者に対し、在学中の成績や勉学意欲等に基づいて選考す

るものとする。 

２ 研究科長は，前項の選考にあたって，法務研究科学生委員会委員長の助言を求める

ことができる。 

 

（登録料等） 

第６条 法務専修生は、別に定める登録料、施設利用料等を納入しなければならない。 

 

 


